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   1. Arboraceous crystal formation was observed in 46 (44%) out of 105 preparations of 

human seminal plasma smeared and air-dried. 

   2. There were two types of the crystal according to the width of crystal axis. 
   3. The seminal plasmas were submitted for measurement of sodium, potassium, magne-

sium, calcium and chloride. Those having crystal formation showed high sodium and chloride 

content. 

   4. From the result above as well as the dialysis and salt-adding test, it was conjectured 

that the arboraceous crystal is closely related with sodium chloride and the difference of shape 

might result from that of high molecular compound combined with the salt. 

   5. Similarity of this crystal with that seen in the cervical mucus suggests the presence 
of the male sexual cycle.

は じ め に

ヒ トの子宮頸管粘液 の塗抹 自然乾燥標本 に樹

枝状結 晶が形成 され,こ れ がestrogenの 支 配

下 にあって周期性変化 を示 す とい う現象 は1945

年Papanicolaoui・2》 に よって 観察 されてい ら

い,数 多 くの研究 があ り,そ の本体 お よび機 序

にっいては多 くの知見が得 られてい る.ま た,

ヤ ギ,ウ シな ど3)の 家畜類,赤 毛ザルの頸管粘

液に も同様の樹枝状結晶形 成現象があ り、周期

性を示す こ とも知 られ ている.

い っぽ う雄 性性器分泌液 としての精液 も しく

は精漿に も類似 した 現象 が 存在 す るものか ど

うか とい う点は雄性動物に おけ る性周期 の存否

とも関連 して興味 ある問題 であるが,最 近にな

って,Kihlstr6m5・6).ら に よって,家 兎,ウ

シ,ヒ トの精漿の塗抹乾燥標本 に樹枝状結晶形

成現象が 認められることが報告 された.し か

も,家 兎の精漿の樹枝状結晶は周期性変化を示

すという興味深い事実が報告されている.し か

しながら,ヒ ト精漿に関しては,2例 中50%に

樹枝状結晶を認めたとの記載がKihlstrdmの

論文にはあるのみで,詳 細は明らかにされてい

ない

そこで,わ れわれは105例 のヒ ト精液につい

て精漿の塗抹自然乾燥標本で樹枝状結晶形成現

象を観察 し,出 現頻度,結 晶の形態,精 子数と

の関連性を検討した.ま た,精 漿無機 イオソ含

量を検索し,こ の面から結晶形成の機序につい

て若干の考察を加えたので以下に報告する.

実験材料および方法

不妊を訴えて来院した男子患者のべ105名 に用手法

で採取させた精液を実験材料とした.精 液は精子数を
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算定後,な るべ く早い時間に遠沈し,精 漿と精子その

他の固形成分とを分離 した.分 離した精漿の1滴 をガ

ラス板に滴下し,血 液塗抹標本作製の要領で塗抹し室

温で3日 間以上,じ ゅうぶん自然乾燥をおこなった.

検鏡は無染色のまま光学顕微鏡の弱倍率を使用してお

こなった,検 鏡で結晶形成の認められた精漿の一部に

っいては蒸留水および生理的食塩水に対して24時 間透

析をおこなったのち,再 度,塗 抹標本を作製し検鏡し

た.ま た,結 晶形成のみられない精漿の一部には食塩

を添加したのち,塗 抹標本を作成し観察した.精 漿の

Na,K,Ca含 量はflamespectrophotometerで 比

色定量し,Cl含 量はSchales-Schales法,Mg測 定

はtitanyellow法 に よっておこなった.
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Table1精 漿塗抹乾燥標本の結晶の分類

… 成一 騰 鴬::1捻:::1:

結晶形成(一)…33

計 105

Table2精 子数との関係

実 験 成 績

正 常 乏精子症 無精子症

樹枝状制 趨
単 純 結 晶

結 晶 形 成(一)

3

9

8

7

1!

16

14

21

計 2ア 62

1)精 漿塗 抹標 本の結晶形態の分類

塗抹乾燥標本上になんらかの結晶形成が認められた

のは105例 中,72例 で,残 りの33例 には結晶形成を認

めなかった.

結晶は大きく樹枝状結晶と単純な形態の結晶に分け

られた.樹 枝状結晶はさらにその形態より2つ に分類

することができた.ひ とつは結晶の軸が全体に太 く,

直線状または直線に近い走行をし,直 角またはそれに

近い角度で分枝がみられるもので(Fig.1,2,3),他

は結晶軸が繊細で,曲 線状に走行し,鋭 角をなして分

枝するものである(Fig.4,5,6).前 者を太型,後 者

を細型とよぶことにする.単 純な形態の結晶とは従来

成書に記載されている結晶でスペル ミンおよびその誘

導体と考えられる結晶である(Fig.7,8).

以上のごとく,結 晶を分類すると,105例 の塗抹標

本の内訳はTable1の よ うになった.樹 枝状結晶は

105例 中46例(44%)に 認められた.

2)精 子 数 との関係

精子数と結晶形成の関係はTable2に 示すごとく

である.樹 枝状結晶形成は正常精液の32.4%,乏 精子

4

3

4

5

16

症の42.6%,無 精子症の43.8%に 認められた.

3)透 析 試験

塗抹標本で結晶形成のみられる精漿とみられない精

漿を3例 ずつ選び,各 精漿を2分 してセμファン袋に

入れ,そ れぞれ生理的食塩水および蒸留水に対して一

昼夜透析した.透 析後の塗抹標本を再度,作 成し検鏡

した,透 析前,樹 枝状結晶のみられた精漿は蒸留水と

の間に透析したあとにはいずれも結晶形成は全く認め

られなくなった.し かし生理的食塩水との間の透析後

では樹枝状結晶形成が増強していた.い っぽ う透析前

に結晶形成の見られない精漿は蒸留水 との 透析後で

は,や はり結晶の形成は見られないが,生 理的食塩水

との透析後にはいずれも著しい樹枝状結晶形成が認め

られた(Fig.9,10).

4)食 塩 添加試験

樹枝状結晶形成の認められない精漿に微量の食塩を

添加しても樹枝状結晶の形成が認められた(Fig・11).

食塩の濃度を高 くすると樹枝状結晶の形成はなくな

り,食 塩の結晶のみとなった.ま た,食 塩溶液の塗抹

Table3精 漿無機イオン含量 との関係

Na K Ca Mg Cl

樹枝状結晶 太型

樹枝状結晶 細型

太 型+細 型

単 純 結 晶

結 晶(一)

128。1土11.0

(n=18)

130.1土19.2

(n=28)

129.3土18.0

126.4土13.2

(n・=26)

122.7土9.4

(n・=32)

24,3土7.2

(n=18)

26.9土6.1

(n=28)

25.9土7.3

22.2±7.3

(n=26)

26.7土5.7

(n=32)

30.9土14.5

(n=15)

37.3土11.3

(n=28)

35.1土14.1

30。2土11.1

(n=16)

37.9±i2.9

(n二28)

21.4±3.7

(n=2)

23.3土6.1

(n;9)

22.9土6.9

17.2土6.1

(n=5)

24。2土5.1

(n=7)

53.0土23.9*

(n=18)

43.7土9。5

(n;28)

47.3土12.5

39.7±13。6

(n=25)

39.4土IO.1

(n=33)

Na,K,Ca,Cl:mEq/LMg:mg/d1
*P<O .05
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難繕
Fig.1精 漿樹 枝 状 結 晶 太 型 ×100
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Fig.3精 漿樹枝状結晶 太型 ×100
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擁態
Fig.4精 漿樹枝状結晶 細型 ×100
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Fig・6精 漿樹枝状結晶 細.型 ×100
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Fig.11食 塩添 加 後 ×100

乾燥では食塩の結晶しか認められなかった.

5)精 漿 のNa,K,Ca,Mgお よびC1含 量

結果はTable3に 示すごとくである.結 晶形成の

あるぽあいは一般に結晶形成のないばあいに比べて,

Naお よびC1の 含量が高い傾向にあ り,と くに樹枝

状結晶太型の形成をみる精漿ではC1濃 度は有意に高

い値を示した.K,Ca,Mgに 関しては差異は認めら

れなかった.樹 枝状結晶の太型と細型の間には,太 型

でNaが 低 く,C1は 高 く,細 型は逆にNaが 高く,

C1が 低い傾向がみられたが,有 意の差はなかった.

考 按

哺乳動物の精液の塗抹乾燥標本に樹枝状結晶形成現

象が認められる事実はすでに1921年 に本邦のYama-

ne7)に よって記載されており,Yamaneは ウシ,ウ

マ,家 兎の精液で結晶を観察した ,そ のこ,こ の現象

は,Rydbergら8)に よって,精 液ではみられないと

否定された.本 邦の五十嵐9)も 鼻腔分泌液,涙 液,唾

液の塗抹乾燥では子宮頸管粘液と類似した変化を認め

うるが精液では認められないと記載した.こ れらの相

反する二説の食い違いをKihlstr6m6)は 全精液を用

いた塗抹標本で 観察するために起こったものと説明

し,精 漿の塗抹乾燥によって結晶を認め うると述べ

た.わ れわれの観察では精漿に樹枝状結晶形成のみら

れる精液は全精液の塗抹乾燥によっても結晶を認めう

るが,混 在する精子その他の有形成分のため結晶の形

態が不明瞭であり,遠 沈操作によって有形成分を除い

たあとの精漿の塗抹乾燥で明瞭な結晶を観察すること

ができた,

子宮頸管粘液の結晶形成現象の本態と機構について
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はRydberg8)が 粘液のC1定 量成績からNaC1量 を

推測し,樹 枝状結晶の本体は,NaClの 結晶であると

の説を述べていらい,結 晶と粘液中のC1量 との関係

に関する研究が多く報告された.ま た,五 十嵐9)は 粘

液中の陽イオンを測定 し,Naが 最 も多く,か つ周期

性変動を示すことから,結 晶の本体はNaClの 結晶

で,こ れが粘液のmucin,mucopolysaccharideな ど

の高分子化合物によって特有の形態を 示す と推論し

た.高 嶺3)お よび村上le>は結 晶形成は 粘液中の多糖

類含量およびNaCl濃 度 よりも,NaC1と 固形分の比

率によって決定されるとした.

以上のごとく,子 宮頸管粘液の樹 枝 状 結 晶 には

NaC1が 主役を演じていることが明らかにされている

が,精 漿にみられる樹枝状結晶の本体についても同様

のことが 考えられている.Kihlstr6mは 家兎精漿中

のNa,K,C1,蛋 白窒素量を測定 し,樹 枝状結晶形成

のある家兎精漿では,Na,C1の 含量が結晶形成のな

いものに比べて高く,蛋 白窒素量は低いとい う成績か

ら,結 晶はNaC1よ りなり,そ の形態は蛋白性基質に

よって決定されると推論した.わ れわれのヒト精漿に

ついての成績ではK,Ca,Mgの 含量は結晶形成の有

無との間に関係はなく,結 晶形成のある精漿は結晶形

成のないものに比べて,Naお よびCIの 含量が多い

ことがわかった,ま た,対 蒸留水の透析によって,結

晶形成がみられなくなり,対 食塩水の透析および食塩

の添加で結晶形成がみられるという結果を得た.こ れ

らの結果から推論すれば,精 漿の樹枝状結晶形成に関

与するするものは,晶 質としてはNaC1が お もなも

のであると考えられるが,こ れのみでは樹枝状結晶と

ならず,非 透析性の高分子化合物,す なわち,精 漿中

の蛋白および多糖類またはこれらの複合物の存在が必

要と考えられる.ま た,結 晶の形態,形 成の度合は頸

管粘液におけるごとく,NaC1濃 度 と高分子化合物含

量との比率によって左右されると推定される.

頸管粘液の樹枝状結晶はestrogenの 支配下にあっ

て周期性変化を示し,雌 性性周期を表わすひとつの現

象であるが,精 漿の樹枝状結晶形成現象が頸管粘液結

晶との類似性から,雄 性性周期の存在を示すひとつの

現象ではないかということが想像される.

雄性性周期に関しては,主 として,Kihlstr6m一

派による研究がある.動 物種によっては雄性性周期を

表わすと思われる現象がかなり挙げられている、これ

らを収録し,一 括するとTable4の ごとくである.

これらの周期現象から推定された家兎,ウ シ,ラ ット

の雄性性周期はおのおのの雌性性周期の長さ,す なわ

ち家兎の4～6日,ウ シの2!日,ラ ッ トの4～6日 の

発情周期とほぼ一致するといわれる22).ヒ トのばあい

はDo99etlg)の 報告は別として,Exleyら20)のoes-

trone,17-oxosteroidの8～10日 とい う周期は月経周

期が尿中LH,FSH,尿 中および血中のestrogenの

Table4雄 性性周期現象

動 物 周 期 現 象

全 精 子 数

精 液 果 糖 量

精 液 量

性 衝 動 の 強 さ*

精液 ゲラチン様物質

体 温

尿道剥離細胞の角化現象

周 期 報 告 者

家

家

家

家

家

家

家

兎

兎

兎

兎

兎

兎

兎

ウ

ウ

シ

シ

ラ ヅ ト

(SpragueDawley系)
ラ ッ ト

(Wayne系)

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ト

ト

ト

ト

し
3～4日i

3～4日

3～6日1

3～6日1

5日1

4～5日

・日i

Dogget1D(1956)

Dogget1D(1956)

Degermaneta1.12)(1961)

Degermaneta1.12)(1961)

Kihlstr6meta1.13)(1962)

Degermanetal.14)(1964)

Kihlstr6meta1.乳5)(1964)

精 液 量

AIHに よ る 妊 孕 力

精 液 量

ゴ ナ ド ト ロ ピ ン 分 泌

全 精 子 数

精 液 果 糖 量

尿qaoestrone量

尿pl-i17-oxostroid量

末櫓 血 好 中 球 の
C-appendage仕1現 頻 度

4週 Kihlstr6mi6>(1963)

Kihlstr6m16)(1963)

4～5日

2へ5日

2～5日

8～10日

26～30日

Kihlstr6mi7)(1965)

Inouei8)(1965)

Doggetetal.i9)(1962)

Do99eteta1.1D)(1962)

Exleyetal.20)(1965)

Manson21)(1965)

*人 工膣装着より腰運動開始までの時間で測定



小松 ・ほか:ヒ ト精漿樹枝状結晶

patternよ り1周 期8～11日 の3つ の周期に分けられ

るので,月 経周期と共通するとい う2・).ま た,Man-

son21)の 白血球のnucleusappendageの 周期は月経

周期ときわめて類似 している.雄 性性周期を支配する

ものについては,androgenに 支配される家兎精液の

ゲラチン様物質,家 兎の尿道剥離細胞,ヒ ト白血球の

nucleusappendageな どでは睾丸機能によって支配

されていることが考えられているが,他 の周期現象と

睾丸機能との関係は明らかにされていない.

精漿の樹枝状結晶が周期性をもった現象か否かとい

う点については,や は りKihlstr6m6)に よって家兎

の精漿で班究されている.家 兎の精漿では直角型と鋭

角型の2種 の樹枝状結晶が区別して観察され,6カ 月

間にわたる連 日射精の塗抹標本で直角型が7日 の周期

で出現し,精 液量の周期にほぼ平行すると述べ,家 兎

精漿結晶形成現象も雄性性嗣期を表わす一現象である

とした.

ヒ ト精漿の樹枝状結晶形成現象の周期性 について

は,な お,未 解決の問題で,わ れわれもこの点は検討

しえなかった.ま た,本 現象が臨床的にどのような意

義をもつかという点 も全 く不明で,わ れわれが検討し

た精子数との間には特別な関連を見いださなかった,

現在のところ,本 現象は精漿中のNaC1含 量の多寡

を推定する場合に,多 少,役 立つのではないかと考え

ている,

お わ り に

1)105例 の ヒト精漿の塗抹乾燥標本で樹枝

状結晶形成現象を観察し,105例 中46例(44%)

に樹枝状結晶を認めた.

2)樹 枝状結晶の形態は結晶軸の太いものと

細いものの2種 に大別できた.

3)精 漿のNa,K,Ma,Caお よびC1を 測

定 し,樹 枝状結晶形成を示す精漿ではNa,C1

の含量が多いことを知った.

4)3)の 結果および透析試験,食 塩添加試験

の結果,樹 枝状結晶の本体はNaC1で,こ れ

と精漿中の高分子化合物に よって特異な形態を

示すものと推察した.

5)本 現象と子宮頸管粘液の樹枝状結晶 との

形態および本体の類似性から,雄 性性周期の存

在の可能性について文献的考察をおこなった.

加藤篤二教授のこ校閲を深謝する.ま た,金 原敏子
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嬢 の協力にお礼を申しあげる.

本論文の要旨は1970年1月31日,大 阪府高槻市で開

催された第53回 日本不妊学会関西麦部集談会の席上で

口演した.
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